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野宿生活者を力づけるために、目に留まったら買って下さい 

定価 200 円 それだけの内容はあります。 
日本で最初の「ストリート・マガジン」いよいよ発売開始！応援よろしく。 

 特定非営利活動法人 釜ヶ崎支援機構〒557-0004 西成区萩之茶屋 1-5-4 電話:06(6630)6060 
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野宿生活者の 

収入の道を開拓する試み 

「ビッグイシュー日本版」 

 「ビッグイッシュー」は、英国で「ホームレス

に施しでなく仕事を与える」という理念に基づい

て創刊され、成功を収めている雑誌です。今では

世界 24 カ国・50 の都市で、同様の雑誌が販売され

ています。アジアでは日本で初めて取り組まれる

ことになります。 

 雑誌販売がどのような仕組みで野宿生活者の収

入拡大となるのかを示したのが、右の図です。 

「施しでなく仕事をつくる」が理念ですから、

野宿生活者にタダで雑誌を渡し、売り上げがすべ

て野宿生活者の収入となるという仕組みではあり

ません。あくまでも 90 円で仕入れ、販売努力する

ことで 110 円の収入が得られるということです。

創刊号だけは、元手を稼ぐために 10 冊が販売員に

無料提供されます。 

雑誌の制作会社である「ビッグイッシュー日

本」も重大な責任を負っています。野宿生活者に

「施しでなく仕事を与える」という事で始める雑

誌販売業で、販売する雑誌の内容が「施しの気持
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ち」でなければ買ってもらえない内容のものであっては、理念を全うできない

からです。少なくとも 200 円なら我慢できる程度の内容を維持しなければなり

ません。できれば、この内容で 200 円ならお買い得と買う人に感じてもらえる

内容となっていることが望まれます。 

さて、その出来栄えはどうでしょうか。販売員はまごつかずに販売すること

ができているでしょうか。 

物事の始まりには、お祝いがふさわしい。「ご祝儀」ということもあります。

新しく船出した事業。創刊号だけは、「ご祝儀」の気持ちで、まず買ってみて

下さい。 

2 号の発売は 11 月 6 日の予定です。なんだ、そんなに間隔が開いていて野宿

生活者の仕事づくりといえるのか、という疑問の声が出ることでしょう。 

本当は続けて出したい。最初から月刊、あるいは月 2 回の発行を実現したい、

という思いは、この企画に携わる者の思いではありますが、現実は厳しい。 

 雑誌の発行維持のためには、雑誌が売れる事も重要ですが、広告の掲載料収

入があるか、安定して見込めるかも大きな要素となります。しかし、残念なが

ら、あまりにも新奇な試みであることから、実際に創刊号すら出てない段階で

は広告が思うように集まりませんでした。 

創刊号から 2号発行までに２ヶ月間あるのは、創刊号の実績を元に、広告が

集められれば、いや、是非とも集めたいという

ことであるのです。創刊号を見て、この雑誌な

ら広告を掲載したというむきがありましたら、

ビッグイッシュー日本にご一報下さい。 

℡＆FAX：06-6531-5639（担当：佐野） 

http://npokama.org/

